








  Naive conceptions are one of the main causes of difficulty in acquiring scientific under-
standing. Naïve conceptions are known to be difficult to correct through lessons that sim-
ply teach a scientific concept. For this reason, some ingenuity is required when planning 
such a lesson. Two objectives were set for this study. The first was to clarify elementary 
school students’ beliefs regarding the location of the heart. The second was to use these 
findings to plan a lesson aimed at correcting naïve conceptions regarding the heart’s lo-
cation. The beliefs survey revealed that elementary school students have misconceptions 
regarding the heart’s location. The percentage of fifth graders answering correctly was 
particularly low compared to other grade levels, with far more students maintaining only 
the naïve conception that “the heart is on the left side of the chest.” Based on these find-
ings, a lesson was planned that aimed at correcting this naïve conception in fifth graders. 
Future investigations will look into the effectiveness of the planned lesson.
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朴 概 念（naive conception）, 代 替 概 念
（alternative conception），現象学的原理
（phenomenological primitives），ル・バー





























































校 5 年生，中学校 1 年生，高校 1 年生，高
校 3 年生を対象に全国調査を実施した。調
査の結果，「心臓の位置について正しく
回答できた者は、小 5 で 81.5％，中 1 で






























以下の 2 つの方法を用いた。1 つ目は小学
生の「心臓の位置」に関する認識を明らか
にするための認識調査である。認識調査に
は M 県内の公立小学校 2 校（A 校 426 名，













































Ⅴ - Ⅰ - Ⅰ．学年別の正答率の割合
2 校の学年別の正答率をみると，A 校
の 1 年生で 16.7％，2 年生で 30.9.％，3 年
生で 23.9 ％，4 年生で 40.5 ％，5 年生で
12.9％，6 年生で 51.6％だった。一方，B
校では 1 年生で 13.8%，2 年生で 24.1%，3





び 6 年生で上昇している（図 4）。4・6 年
生の正答率の上昇は，4 年生の理科で「動







Ⅴ - Ⅰ - Ⅱ．左胸を選択した子どもの割合
次に，誤答の中でも「左胸」を選択した
子どもの割合をみると，1年生で 19.2％，2
年生で 36.5％，3 年生で 47.3％，4 年生で





















































































4 年生から 6 年生の時期に，保健では胸骨
圧迫の意味を教えることで，理解を伴った
効果的な胸骨圧迫を身に付けることにつな
がると考えられる。教育内容の配列や他教
科との連携・関連を生かした指導の工夫は，
将来，学習指導要領のスタンダードを作成
する際に大きな意義をもつと考えられる。
Ⅵ．結論及び今後の課題
本調査結果と考察から小学生の「心臓の
位置」に関する認識を明らかにした。小学
生は「心臓の位置」について正しく認識で
きていないこと，なかでも 5 年生の正答率
が最も低く，また「心臓は左胸にある」と
いう素朴概念を保持している子どもが多く
いることが明らかとなった。しかし，今回
の結果だけでは，なぜ 5 年生で正答率が下
降したかについては明らかにできなかった
ため今後検討していく必要がある。また，
構想した授業については，Posner ら (1982)
の概念変化モデルの実証も合わせ，次年度
に検証を試みる。
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